
徳 島 県 立 川 島 中 学 校 ・ 高 等 学 校
◆はじめに ◆
本校では，平成２６年度当初に作成しました「学校評価計画」に基づき，教育活動を進めてまいりましたが，このたび，その評価結果をまとめましたので，ご報告いた

します。
評価にあたりましては，「学校評価アンケート」などを通じ，多くの貴重なご意見ご感想をお寄せいただき，誠にありがとうございました。アンケート結果は，全教職員

で検討し，学校関係者評価委員会を経て，次年度に向けての教育活動の課題などを明らかにしました。 今後とも，こうした学校評価結果を踏まえ，教育活動の充実・発
展に努めますので，引き続きご理解とご協力くださいますようお願いいたします。
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平成２６年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（１）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○６年間のシラバス ○前年度同様，数学
作り，中高合同行 の先取り学習に関

(1)中高一貫教育を活か ①学校運営面での中高 ①中高合同の教育課程検討会や教科 ①中高一貫教育推進委員会を年６回，また中高 （評定） 事や総体壮行式な する課題はあった

した系統的な指導体 連携の促進に努め， 会を定期的に開催する。 合同の教科会は２回実施した。 ど，中高連携の促 が，中高一貫教育

制の確立 異年齢集団における B 進 に 努 め て ほ し 推進委員会等にお

社会性の育成を進め ②儀式的行事や体育祭・文化祭だけ ②例年通り，入学式などの儀式的行事や体育祭 い。特に数学の先 いて検討し，引き

る。 でなく，必要に応じて行事等を中 ・文化祭を行い，アンケート結果より生徒の 取り学習はずっと 続き継続して先取

高合同で実施する。 87 ％（前年度 89 ％），保護者の 90 ％（前年 継続してほしい。 り学習を実践した

度 88 ％）が，高校生との理解を深めるのに有 達成度保護者の９ 結果，先取りによ

効と回答している。 （所見） ６パーセントはす る効果が得られた

生徒・保護者のア ばらしい。 と考える。

③生徒や保護者の中高一貫教育に対 ③アンケート結果より生徒の 86 ％（前年度 98 ンケート結果では， ただ，クラス減に

する期待に応えるため，６年間を ％），保護者の 96 ％（前年度 95 ％）が，６年 全体の９割近くが， よる４年次の新し

見通した特色ある教育を展開する。 間を見通した特色ある教育を行っていると回 本校の中高一貫教育 いクラス編成のあ

答している。 について肯定的であ りかたなど，今後

る。特に生徒・保護 の検討課題もあり，

者とも２年連続で高 引き続き改善に向

い割合を保っている けた取り組みが必

が，児童数の減少に 要である。

②６年間の計画的・継 伴い志願者数も減少 また，高校への
続的な教育の研究を 傾向にある現状があ 進学に関しては，
進め，中高の一貫性 る。本年度は本校が より一層中高一貫
を促進する。 設立 10 周年の節目 教育の理解を得る

でもあり，今後に向 ように努める。
け，より具体的に本 開校 10 周年を迎

活動計画 活動計画の実施状況 校の目指す学校像を えるにあたり，本

明確にし，生徒・保 校の目指す学校像
①併設高校と連携し，６年間のシラ ①中高一貫教育推進委員会を年６回実施し，一 護者に伝えていくこ をこれまで以上に

バスづくりをする。 貫教育における懸案等を話し合った。特に本 とが必要である。 明確にし，生徒・

年度は，平成 26 年度からの中入生のクラス編 前年度に引き続き 保護者に伝えてい

②中学生・高校生がともに参加する 成について検討し，学校や生徒の実態に則し ３期生がこれまで以 くことが必要であ

共通の学校行事を設定する。 た案を完成させた｡また ,中高合同の教科会を 上の進学実績を上げ る。

３回実施し ,１年次から６年次までのシラバス たことにより，数学

作りをするとともに，互いの授業参観におけ の先取り学習などの

る感想や高校の新教育課程についての話し合 特色ある取り組みが

いを行った。 功を奏していること

が，一定以上の評価

②例年通りに入学式，対面式，身体計測，始業 を得られているもの

式・終業式（学期ごと），全校集会（毎月）， と考えられる。

文化祭・体育祭，人権教育講演会，芸術鑑賞

会等を中高合同で行った。また，本年度も高

校総体壮行式には中学生全員が，中学総体壮

行式には高校生徒会役員が出席し互いの理解

をより深めることができた。



平成２６年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（２）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○家庭学習の時間が ○授業には，落ち着
短いのが気になり いて取り組んでい

(2) 確かな学力の充実と ①個別面談の充実や， ①授業に意欲的に取り組む生徒の割 アンケート結果 〈評定〉 ます。宿題の提示 るが，自主的な家
指導力の向上 朝の学習，家庭学習 合を 80 ％以上にする。 ① 80 ％の生徒が意欲的に授業に取り組んでいる など，家庭におけ 庭学習の時間不足

など自主学習の促進 ②「質問タイム」や「補充学習」が と答え，52 ％の保護者が家庭学習に主体的だ る学習時間の確保 や，定期テストに
に努める。 学力向上に有効であるとする生徒 と回答している。 B に関する対応を検 向けて，計画的学

・保護者 80 ％以上をめざす。 ② 86%の生徒， 84%の保護者が「質問タイム」 討される必要があ 習がができている
③毎日の家庭学習時間が１時間 30 分 や「補充学習」が学力向上に有効であると回 る。 と答えた生徒（ 65
以上をめざす。 答している。 ％）というのも，

④ 1 年間で１種類以上の検定に挑戦 ③学習時間調査（1 月実施）で，全校生徒 59 ％ （所見） ○この重点課題は， 高い目標に向かっ
し，合格する生徒の割合 80 ％以上 が 30 分～１時間，37 ％の生徒は 2 時間以上 教師の 93 ％が常 教職員にとって最 て学習を進めてい
をめざす。 の学習をしている。 に授業に熱意を持ち も力を入れたいと ないのではないか

⑤定期テストで５科目の平均が 70 点 ④各種検定の達成率 工夫した授業を展開 こ ろ だ と 思 い ま と考える。特に，
以上に達する生徒の割合が 50 ％以 漢字検定に 70 ％の生徒，英語検定には 54 ％ していると回答して す。短絡的ではあ ３年生での中だる
上とする。 の生徒が挑戦している。また，１年間に１種 いるが，家庭学習時 りますが，テスト みの時期の改善を

類以上の検定に挑戦した生徒の割合は 85 ％で 間の減少や主体的な 回数を増やすよう 図りたい。
②学力向上を図る研修 ⑥中高連携の参観授業や研究会を年 あった。 家庭学習の不足は， な方法でもとらな
の充実や，授業の創 間 3 回以上実施し，授業力向上を ⑤１年生の達成率 46 ％，２年生の達成率 42 ％ 改善が必要である。 いと家庭学習は増 ○携帯電話の使用ア
意工夫に努める。 図る。 ３年生の達成率 35 ％であった。 やせないと思いま ンケートで，時間

⑥授業公開を積極的に実施し，教科間での中高 検定への挑戦は， す。 の制約を設けてい
連携も実施できた。 学年が上がるごとに ない生徒が 56 ％

受検者が減少してい ○各検定合格など目 もいる。家庭学習
活動計画 活動計画の実施状況 る。英検・数検にお 標を持って学習し の定着との関係が

いては，学習進度か てほしい。わかり 大きい。保護者と
①指導方法の工夫，改善のための研 アンケート結果 ら３学期での実施に やすい授業，質問 連携しながら工夫
究授業及び研修会を定期的に実施 ① 87 ％の生徒が，「わかりやすく授業が工夫さ 重点を置いているこ タイム，補充学習 改善に努めたい。
する。 れている」と回答している。研修の実施や， と原因と考える。 は工夫され，学力 また，図書館の

授業の工夫が「学びの力」につながっている。 向上に役立つ。至 利用率も低いので
②テスト前の「質問タイム」やテス ②「質問タイム｣・｢補充学習｣の形を工夫改善 誠ノートの充実な 読書指導も進めて
ト終了後の「補充学習」を確実に したことで，生徒の学びが積極的になった。 真面目な生徒が多 どを生かし，学び いきたい。
実施し，個々の生徒の力を伸ばす。 ③ 94 ％の生徒が「至誠ノート」を提出しており， く「至誠ノート」の の 意 欲 向 上 を 望

家庭学習の習慣は身に着いている。 提出率は高いが，主 む。
④漢字検定合格者 ５級 45名 体的な家庭学習のた

③主体的な学びの力を育成するため ４級 17名 めに役立てているか
に家庭学習の習慣と自主学習ノー ３級 8名 は十分でないと考え
トの「至誠ノート」を工夫・充実 準２級 1名 計71名 る。
の指導を図る。 ※第３回結果待ち（38名）

英語検定合格者 ５級 2名 「朝の学習」時間を
４級 0名 利用し，１年生では

④漢検・数検・英検などの資格取得 ３級 11名 読書活動の実施，２
をめざすことで，基礎学力の充実， 準２級 3名 計16名 ・３年生では，漢字
達成感や学びの意欲向上をもたせ ※第３回結果待ち（68名） 検定や英語検定への
る。 数学検定受検者 ５級 13名 練 習 な ど に 活 用 し

４級 4名 た。１年生では，語
３級 6名 計23名 彙力が増えたと答え

⑤海外語学研修の実施や国際性を高 ※第３回結果待ち（計23名） たり，２・３年生で
める活動や，体験的な活動を外部 は，検定への自信が
と連携して計画実施することで， ⑤オーストラリアへの語学研修に 16 名の生徒が 着いたと答えた。
言語能力の育成と個々の進路に役 参加，韓国には 31 名の生徒が訪韓研修に参加
立てる。 し，学んだことを報告した。また，グローバ 体験的な活動は，

ル語り部を活用し，生徒は異文化体験をした。 本校の柱である事か
ら，今後も積極的に
進めていきたい。



平成２６年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（３）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○「ようこそ先輩」 ○進路指導体制の確
は，意義のある大 立をはかり，１学

(3) 生徒の能力・適性に ①進路指導プログラム ①「質問タイム，補充学習（全学年）， アンケート結果 （評定） 切な取り組みと考 年から計画的に進
応じた進路の実現 の改善・充実を図り， スペシャルアプローチ（3 学年対象） ①生徒の 72 ％，保護者の 81 ％が質問タイム・ える。継続して取 路指導を行うとと

進路達成意欲を高め は役に立っている」と思う生徒の割 補充学習，スペシャルアプローチが有効であ り組まれることを もに，高校との効
る。 合，75 ％以上をめざす。 ると回答した。 B 望む。 果的な連携をはか

る。
②６年間を見通したキャリア教育を実 ②生徒の 81 ％，保護者の 93 ％がキャリア教育 ○目標を達成できて
施するとともに，それぞれの発達段 や様々な体験活動が進路の選択に役立ってい いると思います。 ○フューチャー・体
階に応じたさまざまな体験活動を実施 ると回答した。 （所見） 験活動について

する。 ほとんどの項目で ○「ようこそ先輩」 は，これまで同様，
昨年度と数値はほぼ の実施は，生の声 ６年間を見通しな

③「進学説明会」 ,卒業生を迎えての授 ③生徒 87 ％，保護者 90 ％が高校からの進路説 同等であり，本校の を先輩から聞け， がら，生徒の実態
②三者面談・年次ＰＴ 業「ようこそ先輩」の実施を通して， 明会や，併設高校に在籍する高校生と語り合 進路指導におおむね 具体的なもので， に沿った内容で柔
Ａなどにより保護者 高校教育への理解を深め ,今後の進路 う機会「ようこそ先輩」が進路の選択に役立 理解をいただいてい 非 常 に 参 考 に な 軟にプログラムを
との連携強化に努め 指導につなげる。 っていると回答した。 ると思われる。特に る。キャリア教育 組むことが重要で
る。 様々な体験活動にお や 体 験 活 動 を 通 ある。

いては生徒・保護者 じ，今後とも高校
ともに高い数値が見 へのスムーズな移 ○併設高校に在籍す
られる。質問タイム 行を図れるよう連 る高校生と語り合
・補充学習について 携を密にしてほし う機会は，高校か

活動計画 活動計画の実施状況 は，生徒の数値が昨 い。 らの説明をより具
年度よりも下がって 体的に示すものと

①質問タイム，補充学習（全学年），ス ①質問タイム，補充学習を定期テストに合わせ いるものの，目標に して好評であり ,
ペシャルアプローチ（3 学年対象）を て年５回実施した。また ,夏期休業日(８回）・ 近いものであった。 今後も継続して実
実施する。 冬期休業日（３回）の質問タイムを実施した。 また，高校説明会 施したい。

また例年通り，高校へのスムーズな移行を図 は，生徒・保護者と
るため，10 月以降に週２回のスペシャルアプ もに好評であった。
ローチを実施した。 高校体験入学・先輩

の話も定着してきて
②６年後の目標を持たせる「キャリア ②１年生は，ものづくり体験学習を実施した。 おり，中学生にとっ
教育」を実施する。 ２年生は藍染め体験や職業体験などを実施し て高校生活や進路に

た。生徒は，これからの自分の進路を具体的 ついて考えるよい機
に考える機会となった。 会となっている。

③３年生を対象とした川島高校による ③アンケートにも見られるように，高校体験入
進学説明会・卒業生を迎えての授業 学や高校の先生・先輩の話は，高校生活をよ
「ようこそ先輩｣を実施するとともに , り具体的にとらえることができ ,大変好評であ
川島高校体験入学への参加を定着さ った。また３年生への説明を１学期に，２年
せる。 生への説明を２学期に実施した。

④生徒の進路指導充実のため，家庭訪 ④例年通り家庭訪問（４月），三者面談（夏休
問，三者面談，個人面談を充実させ み），二者面談（２学期）を実施した。その
る。 他必要に応じて適宜家庭訪問を実施した。



平成２６年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（４）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○スマートフォンの ○全項目について指
利用については， 導の徹底を図るが ,

(4)基本的生活習慣の確 ①生徒一人一人の自覚 ①校則や交通ルールの遵守をめざす。 ①アンケート結果 （評定） 今後ますます問題 特にあいさつの励
立を図る生徒指導の徹 を促し，基本的生活 特に登下校時の交通事故ゼロに努め 校則 ,交通ルールに関して生徒 95 ％(昨年 96 となってくること 行については校外
底 習慣を身につけさせ る。 ％)保護者 95 ％(昨年 96 ％)が守れていると回 B が予想されます。 で の 登 校 ,下 校 時

る｡ 答。安全意識は高いが事故は起きている。 生徒自身が考える についても呼びか
②あいさつの励行，90 ％以上をめざす。 時間を作る必要が けをして 100 ％の

②アンケート結果 あると考える。 実施につなげた
③携帯電話の安全教育について充実を 生徒 78 ％(昨年 92 ％)，保護者 89 ％(昨年 84 （所見） い。
図り ,マナー向上や不正使用の問題解 ％)があいさつをよくしていると回答。 自転車運転中の交 ○目標を達成できて
決を推進する。 通事故が数件発生し いると思います。 ○家庭と密接に連携

③携帯電話に関しては ,生徒 92 ％(昨年 96 ％),保 た。重大な事故には し，安全で安心し
②あらゆる教育活動を 護者 84 ％(昨年 82 ％)が正しく使用している 至っていないが交通 ○ 自 転 車 安 全 教 育 て生活できる学校
とおして，きめ細や と回答した。使用に関して危機感が感じられ ルールやヘルメット や，携帯電話の正 づくりを推進して
かな生徒指導を行い ない。 着用の指導を徹底し しい使い方の指導 いく必要がある。
いじめ防止等の取り たい。 に力を入れ，特に
組みに努める。 ④いじめ防止，早期発見に努め，問題 ④アンケートや｢至誠ノート｣を始め普段の生活 携帯電話やスマー いじめの早期発見 ○問題行動には携帯

の背景や環境要因も考慮し適切な解 状況等を通して担任が注意深く観察し ,いじめ トフォンの所持に教 に尽力願いたい。 電話やスマートフ
決に努める。 早期発見に努める。また ,校則違反や問題行動 員は危機感を持って 保護者との密接な ォンを使用したメ

等が見受けられた場合，速やかに保護者に連 いる。メールやライ 連携ができるよう ールのやりとりが
絡を取り，面談の場を持った。 ンを遊びに利用し , 努力を願う。 関係している場合
交通事故防止等を集会等で指導するほか ,登下 様々な問題が発生し が多い。そこで，
校時立哨指導を実施した。 ている。学校の指導 携帯電話安全教室

だ け で な く ,保 護 者 のより一層の充実
の協力が不可欠であ を図り，トラブル

活動計画 活動計画の実施状況 る。また ,1 月２３日 防止の徹底をした
には吉野川警察署中 い。

①社会や学校のルールやマナーを守り， ①入学者説明会等で，生徒や保護者へ校則の周 学生サミットに参加 ま た ,定 期 的 に
お互いが気持ちよく安全な生活が送 知徹底を図った。 しスマホ等を安全に にアンケート等を
れるようにする。また，自転車通学 新入生へのオリエンテーションの実施 使うために意見発表 実施して生徒の生
生のヘルメット着用や並進等を指導 毎月の指導週間の実施 や情報交換をした。 活状況を把握し，
し，登下校時の事故やけがの防止に ＪＲ乗車指導の実施・ JR 山川駅駐輪場使用状 中 学 生 集 会 や ,学 いじめ等の問題行
努める。 況調査 年集会を利用して， 動を未然に防ぎた

全校集会後の中学生集会の実施 自己肯定感や生命の い。
常時指導の徹底 大切さについて指導

②生徒相互，教職員，来客者に対する し た 。 ま た ,お も し
あいさつを徹底させる。特に全校集 ②全校集会後の中学校集会の実施 ろ半分に勝手に写真
会等で生徒会本部役員とタイアップ 交通講話の年２回実施 や動画を掲載するこ
してあいさつ運動を推進する。 自転車点検の実施 とは許される行為で

は な く ,人 権 侵 害 や
③外部講師による講話や講習会を毎学 ③生徒会によるあいさつ運動の実施 い じ め 等 ,重 大 な 事
期に実施し，トラブル防止を推進す 毎月の指導週間の実施 件につながる恐れが
る。 外部講師による安全教室の実施 あ る こ と を 指 導 し
・喫煙 ,飲酒 ,薬物乱用防止教室 常時指導の徹底 た｡
・携帯電話安全教室

④喫煙，飲酒 ,薬物乱用防止教室の実施
④生徒指導委員会の機能を活性化し， 携帯電話安全教室の実施
携帯電話の不正使用やいじめ予防教 中学生サミット参加
育の推進に努める。 薬物乱用防止街頭ヤングキャンペーン参加

非行防止作文 ,ポスター及び飲酒防止ポスタ
ー作成



平成２６年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（５）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○「日常生活に生か ○生徒一人一人とじ
そうとしている」 っくり向き合いな

(5) 人権尊重の精神の涵 ①人権教育指導計画の ①｢本校の人権学習の内容は適切であり , ①アンケート結果 （評定） という数値が少々 がら，人権教育の
養を図る人権教育の 改善と ｢あわ人権」 人権教育は充実している。」と思う生 生徒 84 ％，保護者 76 ％が，「生徒は人権学習 高いという印象も 土台である人間関
推進 学習ハンドブックの 徒の割合，90 ％以上をめざす。 に積極的に取り組んでいる。」と回答。 Ｂ 受けるが，高い目 係づくり・仲間づ

活用を図る。 標達成に取り組む くりをこれからも
②｢人権の大切さを学び，それを日常生 ②アンケート結果 必要が人間力を高 継続的に行ってい
活に活かそうとしている。」と思う生 生徒 79 ％，保護者 82 ％が，「生徒は人権につ めることになると きたい。すべての

②人権尊重の意識を高 徒の割合，90 ％以上をめざす。 いて学習したことを日常生活に活かそうとし 考える。 教育活動の中で，
めるため，創意溢れ ている。」と回答。 （所見） 自分も人も大切に
る具体的な取組の展 本校は，多くの小学 ○達成目標値が高い し，大切にされる
開に努める。 ③｢人権を大切にする教育活動が行われ ③アンケート結果 校から入学してきて ので，評定はＢと 集団をつくってい

ている。」と思う保護者の割合，90 ％ 生徒 86 ％，保護者 88 ％が，「本校では人権を いるという実態があ されていますが， く取組を日々続け
以上をめざす。 尊重する考え方や態度を育てる教育が行われ り，人間関係づくり ９０パーセントと ていきたい。

ている。」と回答。 ・仲間づくりを大切 いうのは，かなり
にしながら，日々実 高いと考えられる ○人権教育で学んだ

活動計画 活動計画の実施状況 践を重ねている。話 ので，Ａで良いの ことの実践化のた
し合い活動や表現活 ではないかと思い めに，学習内容・

①生徒の実態に即した学習主題を設定 ①各教科における人権教育年間計画を作成し， 動を多く取り入れ， ます。目標値をど 学習形態をさらに
し ,個別的な視点と普遍的な視点の双 授業や学校生活の中で人権教育の推進を図っ コミュニケーション れくらいにするか 工夫していく必要
方を加味した学習を組み立てていく。 た。 の能力を養う機会を は難しいところで がある。教師自身
また ,“あわ”人権学習ハンドブック ・“あわ”人権学習ハンドブックや「わたしの 多く設けており，生 す。生徒の人権意 も研修を重ね，人
の活用に努める。 願い」を活用し，普遍的な視点と個別的な 徒が主体的に学習に 識 が 高 ま る こ と 権感覚を磨いてき

視点を結び合わせながら，各学年で共通の 取り組めるような授 が，目標なので高 たい。
②生徒一人一人を生かし，大切にする 内容の学習を進めていった。クラスを越え 業形態を工夫してい すぎると取り組み
学級づくりを推進する。その中で， た意見交換も行っていった。 る。体験的参加型学 も大変だと思いま ○中高の連携をさら
いじめは，人権にかかわる重大な問 ・講演「インターネットと人権」（９月） 習は，生徒が積極的 す。 に図りながら，合
題であり，絶対に許されない行為で ・朗読会「原爆の詩」（11 月） に学んでいくために 同で学んでいく機
あることを徹底して指導する。また， 効果的であった。 ○中高合同で行って 会を増やしていき
よりよい人間関係を築き，コミュニ ②人間関係を築く能力やコミュニケーション能 いる「人権の日」 たい。
ケーション能力を育成するために， 力，他の人の立場に立って考えられるような さらに，学習した の校内放送は，身
体験的参加型学習を多く取り入れる。 想像力を培うために，また学んだことの態度 ことがらが態度化・ 近な問題を取り上 ○ＰＴＡ人権教育講

化・行動化につなげるために，生徒の実態を 行動化につなげられ げやすく，高校生 演会など，さらに
③人権委員会の活性化を図るとともに， 把握するともに授業形態も工夫した。 るような工夫をして とともに学んでい 保護者との連携を
全校で意見交換を行う機会を設ける ・学期に１回は生活アンケートを行い，生徒 いく必要がある。そ く機会で実践の推 とりながら，人権
ことで，生徒が主体的に学んでいこ 一人一人や学級・学年・学校の実態を把握す のために，教職員の 進となる。 教育を推進する必
うとする意欲や態度を育成する。 ることに役立てていった。 研修を充実させると 要がある。

・スクールカウンセラーによる人間関係づく ともに，生徒の校外
④ＰＴＡ人権教育推進委員会の活動の りのワークショップを実施し，協力しながら での研修や外部講師
活性化を図る。保護者の意見を取り 生徒の指導に生かしている。 による学習も積極的
入れながら人権教育を充実させてい ・生徒が主体的に参加し，体験することで人 に取り入れていきた
く。 権感覚を身につけることができるよう，体験 い。

的参加型学習を多く取り入れた。
中高合同で行って

③人権委員会の活性化を図った。 いる「人権の日」の
・校内人権問題意見発表会を実施（６月） 校内放送は，視野を
・月１回「人権の日」を設け，中高合同で様 広め考えを深めるた
々な人権問題について考える時間を持ってい めに役立っている。
る。 さらに，高校生と共

に学んでいく機会を
④ＰＴＡ人権教育講演会 設けていきたい。
・坂本達さんによる講演（10 月）
「自転車世界一周の夢，実現」
～生かされてきたことに感謝を込めて～



平成２６年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（６）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○県立川島中でこの ○学校生活や生徒会
分野を充実させて 活動，学級活動の

(6) 心身ともに健康な生 ①学校行事，生徒会活 ①学校行事（体育的活動）に積極的 ①アンケート結果 （評定） いるところが高く 目的を再度見直
徒を育てる特別活動 動を通じて生徒の自 に参加をさせる。 生徒 96 ％保護者 96 ％が学校行事が適切に行 評価されます。学 し，より充実した
の充実 主性の育成に努める。 われていると回答。 級活動・専門委員 学校生活を生徒が

②学級活動（体験活動）の充実を図 A 会・生徒会は公立 送れるよう不断の
る。積極的に部活動への参加を促 ②アンケート結果 中では活動が低調 改善を図っていき

②ホームルーム活動(学 す。 生徒 97 ％保護者 95 ％が学級活動は，豊かな になっているよう たい。
級活動 )や部活動の 心を育むために役立っていると回答。 に 思 っ て い ま し
より一層の活性化を （所見） た。生徒会は一部
図る。 学級や学校の一員 の委員だけの活動

として望ましい人間 になっています。
関係を形成し，より 全校の生徒会集会
よい生活づくりを参 などが時間的にも
画し，諸問題を解決 取れなくなってい
し よ う と す る 自 主 ます。
的，実践的な態度や
健全な生活態度を育 ○修学旅行の「民泊」
てることができた。 は，地域に根ざし

た体験となり収穫
の多いものとなっ

活動計画 活動計画の実施状況 たと思う。また，
忌部の里巡りの実

①目的や運営のあり方を見直し，学 ①学校行事 践など知識と集団
校行事をより充実したものにする。 入学式 ４月 生活など，総合評

忌部の郷めぐり ４月 価 Ａ は す ば ら し
②各生徒会専門委員会の意義や役割 体育祭，文化祭 ９月 い。
を周知し，生徒が自主的に活動出 遠足，修学旅行 １２月
来るように生徒会活動の活性化が 球技大会 １２月
図れるようにする。 ②専門委員会

専門委員会を定期的に実施し，呼びかけや活
③学校生活や学級における身近な課 動について，中学生集会で全校に周知徹底し
題を話し合い，総合的見地から自 た。
主的･実践的に学級の合意が図れる
よう指導する。 ③特別活動の各領域を通じて，望ましい人間関

係を形成し，集団や社会の一員としてよりよ
い学習生活づくりに参画しようとする態度を
育てることができた。また，生徒が学校や学
級への所属感や連帯感を深め，協力して諸問
題を解決し，よりよい学校，学校生活を築こ
うとする自主的，実践的な態度を育てること
ができた。



平成２６年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（７）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○環境 ISO に関する ○「新学校版環境Ｉ
姿勢，生徒７２パ ＳＯ」についての

(7) 環境教育及び国際理 ①新学校版環境ＩＳＯ ①新学校版環境ＩＳＯ認証校として， ①アンケート結果 （評定） ーセントという数 生徒の理解を深め
解教育の推進 に取り組むなど環境 清掃や美化活動に，積極的に参加 ・生徒の 72 ％が，新学校版環境ＩＳＯ認証校 値は，もう少し高 るとともに，意識

保全活動に努める。 するとともに ,「ゴミの分別・節電･ として ,「清掃や美化活動に積極的に参加する Ｂ めるような対応が にとどまらず，実
節水等に努めている。」と思う生徒 とともに，ゴミの分別・節電･節水等に努め 大切である。 行できるように生
の割合 , ８５％以上をめざす。ま ている。」と回答しており，昨年度に比べて 徒に働き続ける工
た，電気，水道の使用量について 減少した結果となった。電気の使用量は前年 夫が必要である。
は，前年度より４％減をめざす。 度より４％減で目標を達成できた。

（所見） ○ホームステイをも
昨年度に比べ，「ゴ っと長くしてはど

②本年度実施の海外語学研修に向け， ミの分別・節電・節 うか。
②国際性を高めるため 適切な準備を行う。 ②国際交流 水等に努めている」 ○国際交流の充実を
め積極的に国際交流 大学の教員などを講師として招き， ・語学研修の参加希望者とその保護者を対象 と答えた生徒の割合 ○美化活動やゴミの 図ることは，日本
を図る。 国際理解についての講演会を実施 に，説明会を実施し，研修に臨む意識を高 が減ったが，個々の 分別・節電・節水 に生きる自分の立

する。 めることができた。 生徒のコメントを読 の意識高揚に今後 ち位置を知ること
・語学研修の現地校の生徒と教員が来校。ま むと，たくさんの生 とも期待する。電 でもあるので，「交
た，大学の教員を講師として招き，国際理 徒が清掃や美化活動 気使用量が前年度 流会」ではなく「知
解についての講演会を実施した。 88 ％の生 に関心をもっている より４パーセント る」活動をどのよ
徒が国際的視野を広げるの役立ったと回答 ことがうかがえる。 減の目標達成はす うに取り入れてい
している。 実際に電気の使用量 ばらしい。海外語 くのかが課題であ

も減っていることか 学研修など国際交 る。
ら，ある程度意識し 流にも力を。

活動計画 活動計画の実施状況 行動に移せていたと
思われる。

①新学校版環境ＩＳＯ認証校として， ①環境委員会
清掃活動やリサイクル活動の充実 ・節電・節水状況を調査した。 国際理解教育にお
を図り，生徒会活動の専門委員会 ・文化祭の際，ゴミが分別できるようにゴ いて，「世界の中の
活動の中で自主的な活動を行う。 ミ箱を製作し，設置した。 日本」「日本との文
・クラスの環境委員が「節電・節 ・ポスターを作成し節水・節電を呼びかけ 化や考え方の相違」
水ポスター」を作り ,意識の高揚 た。 を知ることで，自分
を図る。 全生徒 の行動について考え

・クラスに古紙ＢＯＸを配置する。 ・裏面利用できる紙は分別し，再利用を行 を 深 め る 機 会 と し
・エコキャップのポイントカード っている。 た。
を作る。 ・昨年度より引き続きポイントカードを作

成し ,エコキャップの回収に努めている。

②国際交流
・１２月に実施した第５回海外語学研修説

②国際交流 明会では，約４０名の中高生とその保護
語学研修の現地校の教員などを講 者が参加し，質疑応答などを行い，有意
師として招き，国際理解について 義な説明会となった。
の講演会を実施する。 ・全学年または各学年単位で国際理解につ

いての授業や講演会を開催し，世界の中
の日本の立場だけでなく，日本にいる自
分はどのように行動すべきなのかという
視点から物事を考える機会とした。



平成２６年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（８）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○保護者に学校へ来 ○本校の大きな特色
①地域貢献活動等などの てもらうこと。ま である授業参観等

(8) 開かれた学校づくり 活性化や，ホームぺー ①参観日や学校行事等，保護者が学 ①アンケート結果 （評定） た，地域貢献活動 の高い参加率を維
と安全教育の推進 ジ等を活用した広報活 校に来る機会をできるだけ多く設 生徒 85 ％，保護者 95 ％が，「参観日や学校 にも力を入れ，家 持 す る た め に ,公

動の充実を図り，家庭 けるとともに，「参観日や学校公開 公開の日など，保護者が学校に来る機会が多 庭と学校の連携を 開授業の工夫など
や地域の連携を深める の日など，保護者が学校に来る機 くある。」と回答している。 B 目指してほしい。 をさらに進めなけ
とともに，外部評価結 会が多くある」と思う生徒及び保 ②アンケート結果 防災教育の充実も ればならない。
果を活かす取り組みの 護者の割合，80 ％以上をめざす。 保護者 86 ％が，「ホームページやメール配信 望む。 そのためには，開
推進。 ②ホームページやメール配信により は，学校の様子を知る上で役立っている。」 校から９年がたち

②地域と連携した安全･防 学校の様子を伝える。「ホームペー と回答している。 （所見） 劣化が進んでいる
災教育の積極的な推進 ジやメール配信は，学校の様子を ③生徒の取組状況はおおむね良好であり，積極 授業参観の参加率 教室の機器等の授
に努める。 知る上で役立っている」と思う保 的に活動することができた。 は 73 ％と昨年度に比 業環境の改善・更

護者の割合，80 ％以上をめざす。 べ 9 ポイントも上昇 新を急がなくては
③防災避難訓練に真剣に取り組んで した。どの学年も昨 ならない。かつて
いる生徒の割合， 80 ％以上を目ざ 年より参加率があが は吉野川市内では
す。 活動計画の実施状況 っている。毎回多く 最も先進的であっ

の保護者が参観に来 た設備が最も立ち
①授業参観３回 ,参加率 73 ％程度 てくださるという本 後れてしまった現

活動計画 中高一貫教育見学会 （７月） 参加者 175 名 校の良き伝統を守る 状にあせりを感じ
とくしま教育の日（11 月）学年部会（５月） ためさらに工夫をし る。その中で今年

①保護者や地域に開かれた学校づく 高校説明会 ３学年対象（７月，10 月） たい。 度末に，教室のパ
りとして，授業参観，学年部会， 高校説明会 ２学年対象（11 月） ソコンが新しくな
中高一貫教育懇談会等を開催する。 校内合唱コンクール (3 月) ホームページの更新 ったのは朗報であ

回数は昨年度と同程 る。
②専門的な知識や技能を有する地域 ④外部講師を招いての主な授業 度であった。行事の
の方を招聘しての学びの機会をさ 薬物乱用防止教室 全学年 4 月(2 名) 後，できるだけ早く ○外部講師を招いて
らに増やすことにより，多様な学 携帯電話安全教室 全学年 4 月(1 名) その行事のことをホ の様々な授業は有
習活動の充実と地域の方の本校教 先輩から学ぶ 2･3 年 7 月(10 名) ームページにアップ 意義であるが，そ
育への理解を深める。 防災学習 全学年 7 月(1 名) したい。 の分通常の授業時

人間関係づくりﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 1 年 7 月(1 名) 間の確保が問題と
③本校の特色を地域に理解してもら 和三盆干菓子づくり体験 １年 7 月(3 名) 入学者募集説明会 なってくる。行事
うため，パンフレットなどを作成 国際理解講座 2 年 7 月(2 名) の参加人数が例年よ の精選も考えなく
し，近隣小学校に配布するととも 勾玉づくり 1 年 9 月(1 名) りも少なかったが， てはならない。
に，小学校保護者を対象とした説 人権講演会 3 年 9 月(1 名) 参加した小学生のほ
明会を実施する。また，ホームペ 携帯電話安全教室 1 年 10 月(1 名) とんどが出願し，入
ージも充実する。 キャリア教育講演会 2 年 10 月(2 名) 試を受けた。つまり，

広島原爆被爆体験記朗読会 3 年 11 月(2 名) 最初から受検するこ
④小学 6 年生とその保護者を対象と もの作り体験 2 年 12 月(12 名) とを決めている人が
した入学者募集説明会を実施する。 思春期学習講座 3 年 2 月 (1 名) 募集説明会に来るよ

うになってきたとい
③ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを作成し ,近隣の小学校に配布すると うことである。
ともに，訪問説明会を 22 校で実施した｡また, ○防災学習をカリキ
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの更新や ,ﾒｰﾙ配信を随時行うことに ュラムの中に適切

⑤防災避難訓練にあたっての事前， より ,学校の様子を保護者に伝えた。 に位置づけ，より
事後指導の徹底をはかり ,総合的な ④ 10 月に実施 ,参加者 108 名｡その時に企画広報 本校の防災学習や 効果的な学習が行
学習の時間で防災を扱う。 委員会で作成した広報誌｢絆｣も配布した。 避難訓練には保護者 われるよう工夫し

⑥防災クラブの活動の活性化を図る ⑤中高合同の避難訓練（２回）や J ｱﾗｰﾄ訓練な の７８％から肯定的 ていきたい。
ための取り組みを行う。 ど，生徒は積極的に参加し ,学年単位で防災に な評価を得ている。

関する授業を行った｡防災講演会や防災ｸﾗﾌﾞ
の活動 ,防災だよりの発行を通して ,全校生徒 ,
保護者の防災･減災への意識の向上を図った。


